
日本天文学会2022年秋季年会

M04a 太陽周期活動に伴う太陽風速度変化の確率予測
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太陽風が地球に向かって吹き続ける中、通信障害や送電設備への影響が懸念されている。こうしたリスクを回
避するためにも、太陽風の予測は重要である。太陽風の速度は、太陽表面の磁場と太陽風中の磁場の比によって
決まることが経験的に知られている。(この関係を経験的に表現したものが、Wang-Sheeley-Argeモデル (WSA
モデル)である)。したがって、この 2か所の磁場を再現することが出来れば、太陽風の速度を予測することがで
きる。磁場を計算する方法として、表面磁束輸送モデル（SFTモデル）と PFSS外挿法の 2つがある。SFTモデ
ルは、移流項、磁気拡散項、磁束出現項で構成される。磁束出現項には、出現する黒点の数、緯度、面積、傾斜
角の情報が必要となる。しかし、黒点を特徴づけるこれらのパラメータは一般に統計的に不定性があり、この統
計的変動が太陽表面磁場や太陽風速にどのような影響を与えるかに関しては十分な理解が得られていない。本研
究では、これら 3つのモデルを用いて太陽風速を予測した。このうち、SFTモデルの入力パラメータである黒点
数、傾斜角、出現緯度、出現経度を確率的に変化させて、太陽風速の変動を予測した。その結果、15年間にわた
る太陽風速度がどの程度変動しうるか、太陽風速度の確率分布を得た。今回は、これらの結果をもとに、太陽サ
イクル２５の太陽風変動に関して考察した結果を議論する。


